
 

 

 

 

 

 
 

 

           

赤ちゃん誕生の奇跡 

                       小学部担任 鈴木 桜子 

  

 孫がこの９月に産まれました。 

 神戸に嫁いだ長女に、目に見えないほどの小さな小さな生命が与えられたことの知らせを今年の１

月に聞き、とっても嬉しく、娘のお腹の中で元気な赤ちゃんに育っていくよう毎日毎日祈り、待ち望

みました。 

「それはあなたが私の内臓を造り、母の胎のうちで私を組み立てられたからです。私は感謝します。

あなたは私に、奇しいことをなさって恐ろしいほどです。私のたましいは、それをよく知っています。

私がひそかに造られ、地の深い所で仕組まれたとき、私の骨組みはあなたに隠れてはいませんでした。

あなたの目は胎児の私を見られ、あなたの書物にすべてが、書きしるされました。私のために作られ

た日々が、しかも、その一日もないうちに。」（詩篇139：13〜16） 

 妊娠から出産までの４０週、一日一日神様が御言葉通りに、今まさに赤ちゃんを育ててくださって

いるのだということを覚え、安心と感動をいただいてきました。娘から定期健診ごとに送られてくる

胎児の様子を写したエコ―動画には、妊娠１７週目の時に 「これは、目、鼻、顎。これは大腿骨、

お腹のところ。」と説明してくれる医師の声、さらに２１週目には、「これが目、鼻、口。これが右

の肺、左の肺、背骨、肝臓、腎臓、膀胱・・・。」と、お腹の中で私たちの見えないところで神の御

手は確かに胎児を見られ、造られ、育てられている実感をいただき感謝でした。 

 切迫早産で入院し里帰り出産ができなくなってしまった時も、心音が弱っていると言われて心が萎

えてしまった娘の声を電話越しに聞かされた時も、本当に祈らされ動揺する私の心は神さまの御言葉

の約束にすがり、そして大きな励ましをいただてきました。 

 何と神は赤ちゃんが生まれる時から、いや生まれる前からまだ母の胎内に形造られている時から共

におられ、支えておられたと聖書は伝えています。そして世界の基の置かれる前から、神に選ばれて

いた、とも私たちに語ってくださっています。ここまで神が愛して私たちひとりひとりを造ってくだ

さったのなら何を恐れることがあるでしょうか。 

 私たちの子供達もひとりひとり特徴をもって造られました。どの子供も神の御手で造られたのだか

ら神に助けていただき、主に委ね、子育てを楽しんでいきましょう。ひとりひとりに神の御計画、考

えがある。そのことを教えていただきましょう。 

スクールでも“生まれること”がどんなにすばらしいことかを、子供たちと学び、共に感動し、主を

ほめたたえていきたいと願います。 
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１１月のカレンダー 
日 月 火 水 

   1日 

 合同礼拝 

5日 

 

6日 

 

 

6限祈祷会準備 

 K師誕生日 

7日 

 

8日 

 小学部礼拝 

 オンギジャンイコンサート 

（ダイヤモンドチャペル19時） 

 Wさん誕生日 

12日 

 

13日 

 

 委員会活動 

 Rくん誕生日 

14日 

 

15日 

 合同礼拝 

 生徒祝福式 

19日 

TOP市原カップ vs  

     早稲田ユナイテッド 

20日 

 

 

 クラブ活動 

21日 

消防避難訓練 

22日 

 小学部礼拝 

 

26日 

 

 

27日 

 

 

 6限祈祷会準備 

28日 29日 

 1限HR 

 

＊９日（木）午前、韓国の讃美宣教チーム“オンギジャンイ”交流会を行います。のあ保育園と合同 

 です。保護者の皆さまもぜひご参加ください。また祝福をお祈りください。なお、前日８日（水） 

 １９時より本郷台キリスト教会ダイヤモンドチャペルにてコンサートが行われます。（入場料大人 

 １２００円、小～高校生５００円）こちらにもぜひご参加ください。チケットは、スクールでも取 

 り扱っています。 

＊１５日（水）合同礼拝の中で、生徒祝福式を行います。ひとりひとり牧会者にお祈りしていただき 

 ます。 

＊１７日（金）１８時～、エスペランサJr.ユース保護者を対象にスクール説明会を行います。同じ

敷地内にあるエスペランサの中学生の親御さんたちに、スクールのことを紹介したいと思います。 

＊２４日（金）１９時～２０時３０分、矢島宅にて野七里ペアレント会を行います。詳細は、後日ご

連絡いたします。保護者の皆さまの積極的な参加をお願いします。 

＊２８日（月）～１２月１日（金）は、後期中間テスト週間（中高等部）です。生徒の皆さんは学習

した内容をもう一度確認し、テストに臨んでください。ご家庭におかれましては、励ましをお願い

します。 

＊１２月１日（金）、横浜市教育委員会主催の横浜教育支援センター・民間教育施設合同体験活動「芸 

 能鑑賞会」が、鶴見公会堂にて行われ、本スクールは、バンド演奏などで出演します。詳細は後日 

 お知らせします。お祈りください。 

＊１０月号でお知らせした尿検査については、年に１回の実施のため今回は尿検査は行いません。 

 
 

 

 

中間テスト期間（中高等部） 



 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

トピックス ～終業式・学習発表 報告～ 

 １０月６日（金）の前期終業式では、前期の

学習を感謝して合同礼拝が行われました。礼拝

の中では、月井校長のメッセージと共に、鈴木

まどかさんが証しをしてくださいました。鈴木

さんの存在を通して、私たちがどのような者で

あっても、私たちを死から命へと救い出し、私

たちを愛してやまない主の深い愛を伝えて頂き、恵みに満たされた終業式となりました。 

 また、礼拝の後は前期の学習発表として、小学２年生と、小学４年生～高校１年生、そして平和台

クラスから中学２年生が、それぞれに音楽発表を行いました。大変な緊張感の中、一人ひとりが練習

を重ねた成果を発表することができました。練習してきた曲を仕上げることだけではなく、発表の場

に立つこともまた、生徒たちには大きなチャレンジであったに違いありません。その緊張を乗り越え

て発表する姿にも大きな成長があり、感動の詰まった学習発表でした。 

 後期も、主の励ましと導きを生徒一人一人がいただき、次の学年や進路に向けてさらに大きく成長

することを期待しています。 

 
 

 

 

 
 

 

 

木 金 土 

2日 

 

3日 文化の日 

 

4日 

U-18 KCYリーグ vs INAC多摩川 

9日 

 オンギジャンイ交流会 

10日 11日 

U-18 KCYリーグ vs RIO FC 

16日 
  
 

17日  

スクール説明会 

（エスペランサJr.ユース保護者対象） 

18日 

TOP市原カップ vs  

   ジョイフル本田つくばFC 

23日 勤労感謝の日 

 

24日 

 野七里ペアレント会 矢島宅 

（19時～20時30分 ） 

 M先生誕生日 

25日 

30日 

 

 

Hさん誕生日 

12月1日 

 芸能鑑賞会（鶴見公会堂） 

 

2日 

中間テスト期間（中高等部） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 

今月のみことば 

  今月の暗唱聖句は、 

「わたしが道であり、真理であり、いのちなのです。 

 わたしを通してでなければ、だれひとり父のみもとに来ることはありません。」  

                                            （ヨハネ１４：６） 

その他、ヨハネ１４：１２、１４：１４、１４：１６です。     

水曜日には合同礼拝が行われます。共に、主を礼拝しましょう。 

お願い・ご報告 

●１０月の行事は、主の守りの中一つ一つが祝福のうちに行われました。前期終業式、後期始業式も行

われ今年度も後半に入りました。今後のスクールの活動・働きの祝福のためにお祈りをよろしくお願

いいたします。 

●“まってるまつり”の出店（バザー）にご協力くださりありがとうございました。収益は、１８，６

８０円となり、スクールの運営資金に用いられます。また、中学部のお菓子屋の収益２，０１５円は、

日本国際飢餓対策機構に全額献げられました。 

●１０月の朝食奉仕では、焼きそば・赤飯販売からの献金も含めて、４２，８１７円をスクールに献げ

ることができました。 

●１０月第５主日食事奉仕では、１４４,９８７円がスクール支援のために献げられました。皆さんの

ご協力に感謝します。次回は、来年度４月２９日に行いますのでご協力をお願いします。 

●１０月１７日に大野潤先生のご家庭に第２子が誕生しました。健やかな成長を祈りましょう。 

 

祈祷課題 

１．スクールの生活を通して生徒一人ひとりは高価で尊いというメッセージが届いていくように。 

２．高校３年生の卒業後の進路が導かれるように。 

３．スクールが多くの人に知られていくように。 

４．スクールの運営・経済が守られるように。 

５．それぞれの家庭と良い連携をとっていくことができるように。 


